
 

夏季アイパル子どもクラブ  

 

アイパル香川では、感受性の豊かな時期にある子どもたちが、異文化理解を深め、グローバルな視

点を育むことを目的として「アイパル子どもクラブ」を実施します。 

対象は、小学校３年生から６年生。香川県国際交流員や国際協力団体の職員などを講師に迎え、

国際交流・協力について楽しみながら学べるクラブです。 

 

No.         タイトル   講  師  日 時  場 所 

１ ジェレミーと英語で歌って遊ぼう！ 香川県国際交流員 

ジェレミー・ラニグ氏 

（アメリカ出身） 

6 月 4 日（土） 

13：00～15：00 

アイパル香川 

２ 草原の国 モンゴルのいま 

 

青年海外協力隊ＯＧ 

高橋 梓 氏 

6 月 25 日（土） 

10：00～12：00 

アイパル香川 

３ “ソーラーランタン”を作ってみよう！ Ｅ ＣＯの環つながる  

生活環境アドバイザー 

八束 典子 氏  

Ｊ ＩＣＡ四国国際協力 

推進員 

山下 理香 氏 

7 月 9 日（土） 

13：00～15：00 

アイパル香川 

４ 世界に広げよう！森づくり オ イ ス カ 四 国 研 修  

センター職員 

矢野 耕平 氏 

7 月 23 日（土） 

10：00～12：00 

オイスカ四国 

研修センター 

 

 

◆ 場 所  No.1～3： アイパル香川（香川国際交流会館）       高松市番町１丁目 11-63 

      No.４：   公益財団法人オイスカ 四国研修センター  綾川町陶 5179-1 

 

◆ 定 員   各回 30 名（申込先着順） 

 

◆ 参加費  各回 500 円 

 

◆ 申込方法 所定の申込用紙に必要事項をご記入の上、アイパル香川２階事務室にて参加費を 

         添えてお申込みください。いったん納入された参加費は払い戻しできません。 

 

◆ 共 催   独立行政法人国際協力機構四国支部（予定） 

 

 



 

◆ 備 考   当日はお子さまのみの参加となります。 

       マスコミ等の取材が入ることもありますので、あらかじめご了承ください。 

       講師の都合等により、内容を変更する場合があります。 

        

◆ お問合せ・お申込  （財）香川県国際交流協会 

              〒760－0017 高松市番町 1-11－63 アイパル香川内 

              Tel: 087-837-5908  Fax: 087-837-5903 

 

 

● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○     各回の内容       ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ●  

 

１． ジェレミーと英語で歌って遊ぼう！ 

 

   今年度から小学校５～６年生を対象に英語が必修化されたことを受けて、子どもたちに楽しみながら

英語に親しんでもらうことを目的として開 

催します。香川で子どもたちに英語を教えて５年目になるジェレミーが故郷、オレゴン州の紹介やゲーム

を通じて子どもたちを英語の世界へと誘います。また、易しい英語の歌をギターの演奏付で歌います。 

 

２． 草原の国 モンゴルのいま 

 

   モンゴルと聞いてみなさんは何を思い浮かべますか？どこまでも広がる草原と青い空。ゲルと呼ば

れる移動式住居に住み、放牧をして暮らす遊牧民たち。あるいは、横綱白鵬関の故郷であってモンゴ

ル相撲が盛んなこと・・・青年海外協力隊員として 2 年間、モンゴルの学校で活動し、この 3 月に帰国し

た高橋さんからとっておきのモンゴルの話を伺います。 

 

３． “ソーラーランタン”を作ってみよう！ 

  

   “ソーラーランタン”とは、ソーラーパネルが太陽光を吸収し、太陽エネルギーで光るランタン（ランプ） 

  のことです。東日本大震災後、被災地では停電が続きました。開発途上国と呼ばれる国々では、電気 

    が使えない場所や、停電が日常的に起こっている場所もめずらしくありません。「電気」という切り口か 

ら子どもたちに途上国の現状や環境問題に目を向けてもらうことを目的として開催します。           

ふだん「あたりまえ」に思っていることを振り返り、自分たちにできることを考えてみませんか？ 

 

４． 世界に広げよう！森づくり 

 

         今年は国際森林年です。長年にわたり、世界各地で農村開発や植林等を通じて国際協力を実践し 

         てきた国際ＮＧＯ、オイスカの四国研修センターにお邪魔します。 

                 東南アジア等からやってきた研修生と一緒に、楽しみながら森づくりについて学ぶ「森のつみ木広

場」       場」や自然体験プログラムに参加します。 

 

  


